
屋外利用に耐えられる公衆Wi-Fiサービスを県が
推進する統一規格 「くまもとフリーWi-Fi」で実現し、
地域連携しながら外国人観光客を誘致

熊本城 桜の馬場リテール株式会社 様    
熊本市中心部からのアクセスがよく、人気の高い観光スポッ
トである熊本城では、県内外の観光客のみならず、多くの外
国人観光客も訪れています。その熊本城の観光エントラン
ス施設として、熊本城 桜の馬場リテール株式会社が運営し
ている「桜の馬場城彩苑」（以下、熊本城 桜の馬場城彩苑）
では、熊本県が提供している「くまもとフリー Wi-Fi」を活用
し、2015年11月に公衆Wi-Fi環境を整備。国内外の観光客
に向けてサービスの向上を図り、多言語に対応したサービ
ス展開や集客の向上を目指しています。

熊本城 桜の馬場城彩苑の統括部長 小野和弘
氏（左）、営業課長 小長井賢治氏（右）

●取材協力：西部電気工業 株式会社

観光事業に必須の
フリーWi-Fi環境を検討
　2011年3月5日に開業した桜の馬場城彩苑は、
熊本城の観光エントランス施設として、地域の食
文化や歴史・伝統を発信し、熊本城と城下町の魅
力を高めたいというコンセプトで誕生しました。同
施設は、熊本城へ立ち寄る観光客に人気のスポッ
トとなっています。
外国人観光客だけでなく、国内の観光客に対し

ても無料で提供できる公衆Wi-Fi環境を整備する
ことが重要と考えた熊本城 桜の馬場リテールで
は、熊本県が提供する「くまもとフリーWi-Fi」の利
用を検討。さまざまな要件の中でWi-Fi環境を実現
することを相談された西部電気工業が熊本城 桜
の馬場リテールに提案したのは、バッファロー製
品を活用した公衆Wi-Fi設備でした。

大規模環境と屋外利用に適した
機器を採用
　桜の馬場城彩苑で採用された「くまもとフリー
Wi-Fi」は、2013年度から整備し始めたサービス
です。ルーターとして熊本県が採用している機種
から「FS-600DHP」を選択。多くの観光客を集め
る城彩苑では、「FS-600DHP」のゲートウェイ機
能を使って大規模な公衆Wi-Fi環境を実現できた
ことは大きなメリットだったと考えています。
　また、PoE給電対応のスイッチ「BS-GS2008P」、
アクセスポイントは防塵・防水に対応する「WAPS- 
300WDP」が採用されています。この組み合わせ
を提案した西部電気工業株式会社の岩崎 幸一郎
氏は、次のように話します。「アクセスポイントの選
択肢としては、風雨に強く、耐腐食性にも優れ、動
作保証温度も－10～55℃と幅広い寒暖差に対

応する『WAPS-300WDP』しか選択肢はありませ
んでした。また、一般的なWi-Fi機器は1年保証で
すが、『WAPS-300WDP』は最大で5年保証とな
ることも魅力的でした」。

SNSによる口コミ拡散が期待できて
集客につながる
　整備後は安定した公衆Wi-Fiを提供でき、「公衆
Wi-Fiに関してお客様から苦情を受けたことはあり
ません」と小野氏は、「今は、我々がいくら媒体訴求
してもお客様に届きにくい時代です。お客様が公
衆Wi-Fiを利用してSNSなどに投稿して拡散して
いくことが、新しい訴求方法として、特に観光業で
重要だと思います」と今後の効果に期待していま
す。また、桜の馬場城彩苑 営業課長の小長井 賢
治 氏も「SNSで口コミを行ってもらう効果は非常
に高く、その信頼度はCMや広告などの表面的な
広告よりもはるかに高いと思います」と話します。
　さらに、無料の公衆Wi-Fiの提供だけでなく、
「FS-600DHP」に搭載されたポップアップテクノ
ロジー機能機能で、利用者に城彩苑のHPを表示
させ、多言語による情報発信を行うようにしまし
た。「現在は、日本語、英語、中国語（簡体・繁体）、
韓国語の5ヶ国語のHPを用意し、タイ語も整備し
ていきます。」と小長井氏は話します。

今後の増設や地域連携も検討
　「公衆Wi-Fiを5ヶ月間順調に運用することがで
きましたが、思った以上に利用客が多く、さらに快
適な環境にするために、回線や機器の増設も検討
したい」と話す小野氏。安定した公衆Wi-Fiを提供
した上で、さらなるサービス向上を行い、さまざま
な施設と連携して熊本県の観光を盛り上げていこ
うと、熊本城 桜の馬場リテールでは考えています。

この事例は、熊本地震による震災前、2016年3月8日
に取材したものです。震災後の状況を再取材しており
ますので、Webページをご覧ください。

ピックアップ導入事例

その1ヶ月後の2016年4月14日21時26分に熊
本は前震に遭い、約28時間後の16日1時25分に
本震の被害を受けることになる。3月に取材対応し
ていただいた小野氏と入れ替わって4月に城彩苑
に赴任して4日目に前震を経験した熊本城 桜の馬
場リテール株式会社 部長 石塚 理率氏に、震災時
の状況とその後について改めてうかがった。

城彩苑では、予約が入っていれば22時まで飲食
店が営業しているが、前震のときにはたまたま営
業しておらず、誰もいない状態で、大きな被害はな
かったという。翌15日にはライフラインのチェック
を行い、16日の土曜日から営業再開できると考え
ていたところに本震が発生したと石塚氏は説明す
る。

徐々に客足が戻ってきている
平日は、従来の6割程度の売上が続いたが、城彩
苑内のすべての店舗が再開されており、徐々に客
足が戻ってきている
本震後も、被害は落下した商品や食器などが破損
する程度だったが、水道とガスがストップしてしま
い、出勤できないスタッフがいるなどで、城彩苑は
一時的な休業を余儀なくされた。しかし、GWまで
には再オープンしたいと、市の指導を受けながら、
ライフラインの復活、避難誘導の確認、空調などの
上に設置している物の確認や補修などを行い、4月
29日には営業を再開している。「GW期間中は前
年比2割減くらいで、それなりの売上がありました
が、平日に戻ると売上が4～5割減という状態が続
きました。それでも徐々に客足が回復しているとい
う手ごたえは感じています」と石塚氏は説明する。

「FS-600DHP」を使ったWi-Fiは、一時的な電源
供給ストップ後に自動回復し、問題なく使えたとい
う。小長井氏は「当時、携帯電話などがつながりに

くい状況の中で、LINEなどで各店舗の店長さんな
どと連絡を取ることができたのは助かりました」と
話してくれた。

熊本城は大きな被害を受け、熊本市が天守閣を
2019年度までに再建し、2035年までの20年間
で被災前の状態に復旧させることを発表したよう
に、多くの場所が立ち入り禁止となっている。しか
し、城彩苑では『いまこそ熊本、城彩苑へ』と掲げて
おり、石塚氏は「今の熊本城を見てください」とア
ピールする。「震災後、最初に取り組んだのが今の
熊本城を見てもらうツアーを組むことでした。被災
した場所を観光させるのは不謹慎だと考える人も
いるでしょうし、やり過ぎだという批判も受けまし
たが、メディアの報道も受け付けていく中で市も理
解してくれて、協力してもらっています。より多くの
人に今の熊本城を見てもらって、復旧・復興を加速
させたいですね」。

熊本城では、立ち入り禁止区域を避けて、城彩苑
から二の丸広場を通って、加藤神社まで行ける周
回コースが設けられており、城彩苑でもパンフレッ
トを作って訴求活動を行っている。崩れた石垣の
中には、400年以上前の築城時に観音様やお地蔵
が刻まれたものが発見されており、これらは今しか
見ることができないレアなものだという。熊本の復
興を願うのであれば、ぜひ、今の熊本城の姿を見
て、目に焼き付けてほしいと願う。
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